
固 有 性 喪 失 の 儀 式

BetweentheActsの 世 界

瀬 尾 素 子

BetweentheActsはVirginiaWoolfの 自殺 の一 カ月前 に完成 し,作 者 の最終校 正 を経

る ことのなか った遺作 であ る。前作TheYearsで は,各 セ クシ ョンに年号 を付 した年代
の

記仕立 ての中 に 「内 と外 の結合」 を試 みた作者 は,BetweentheActsに 於 て は同様 の試 み

を,pageantの 催 され る一 日とその一 日の中 に流 れ込 んで 来 る広範 な時間 を描 く彼女 の以

前 の手法 に もどってな して いるので ある。 だが 以 前 と 同 じく 一 日に 盛 り込 まれ なが ら,

BetweentheActsの 作 品世界 はTheWaves以 後の後期 小説特有 の世界 であ る。処女 作

TheVoyagebut以 来,後 に展開す る世界 の興 味深 い繭芽 を含 む幾 つか の習作 小説群 を経

て,最 も小説 としての 完成度が 高 い と いわれて いる 中期 円熟期 の 作品 で あ るMrs.

Dallozvay,TotheLighthouse,TheWavesに 於て描か れてい るの は個 の内部 意識へ の沈潜

の世界 であ った。 そ こで は個 は 自 らの一 ライフサ イクル性 とその終点 と して の死 に支 配 さ

れ,過 酷 で加害的 な外 との葛藤 に否応 な く追 い込 まれて,物 理 的時間 と"moment"の 間

を・胱惚 と不安 の内にゆれ動 きつつ,TheWavesに 至 って遂 にidentity喪 失 と死 への身 の

委ね に行 き着 いて,そ の内部 意識へ の と らわれ と深 化の頂点 と限界 までが描 き尽 されて い

る。 そ して次作TheYearsに 於 て は個 の外 へ 目が向 け られ,個 を 内部 意識へ の と らわれ

か ら外 のパ ー スペ クテ ィヴの中へ置 き直 す形で 内 と外 の結合 が試 み られ た。 しか し,The

Yearsはtranceに よ る個の外 への組 み込 みに見 るべ き点が ある とは言 え,年 代記 仕立 て

の中で煩雑 な細部 を切 りす てきれず に全体 と して小説 の完成 度が高 い とは言 い難 い。

BetweentheActsに 於 て は,pageantと い う枠 組み を用 い る ことに よって,作 者本来 の手

法 であ る"todistillifeintoessence"に 立 ち戻 って,個 の外 への組 み込 み を試 みて いる

の であ る。

OrlandoやTheYearsに お け る個の外 への組 み込 みの過程 に は,個 の内部意識 への と

らわれ と言 うTheWaves以 前 の小説 と共通 の部分 が未だ残 されて,個 と外 は"Iandthe
{2)

notI;andtheouterandtheinner"と い う形で と らえ られてい た。 そ して,個 の内部

意識へ の と らわれが生 む外 との葛藤 が頂 点 に達 した時点 でtranceを 死 の代替手段 と して

導入 す ることによ って葛藤 か ら生 じる激情 を そぎ落 して,個 の外 へ の組 み込 みをみつ め得

るか わいた凝 視 の 目を得て い くので あ る。 だがBetweentheActsに 於て は,個 の内部 意

識へ の と らわれ とい う生 の基本 的事実 はpageantの 枠組 み の中で周到 に回避 され てい る。

一方 で は現実 直視 の回避 とい う代償 を払 いつつ も,こ の従来 のtranceに 於 て は切 りすて
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きれなか った個 の内部意識 へ の沈潜 の最 初か らの 回避 の意 図 は,BetweentheActs執 筆 当

時 の作者 の 日記 に明 らか で ある。

But"1"rejected:"We"substituted:towhomattheendthereshallbeaninvocation?"We"

,,,thecomposedofmanydifferentthings..,wealllife,allart,allwaifsandstrays‐a

(3)

ramblingcapriciousbutsomehowunifiedwhole‐thepresentstateofmymind?

TheYearsに お ける"notI"と い う曖 昧 な形 で はな く,個 の内部 意識 に と らわれた"1"

を最初 か ら回X11して"we"へ 段階的 に置 き換え てい く過程 の 中にBetweentheActs特

有 の 内 と外 の結 合を 見て ゆきた い。

BetweentheActsに は厳密 な意味 での主 人公が いな い。核 とな る人物 の意識 に焦点 をあ

てて堀 り下 げてい くことが ないので あ る。 それ ぞれの登場 人物 はVirginiaWoolfの 他の

作品 と同様 にそれ ぞれの人 生 にお ける葛藤 に至 る状況 を有 して いる。 だが それ は彼等 の 内

部 意識 の中で つ きつ め られて呵責 に まで な る ことが ない。 内部 意識 の中で堀 り下 げ られ る

前 にそれ は他 の方 向へ 回避 されて しま うので あ る。例 えばIsaの 場合,彼 女 の感 じる夫

との間 のか すか な溝 はMrs.DallowayのClarissaの 場 合 とちが って,孤 独 の中 に深化

してい く代 りに近 隣の紳 士へ の空 想的 恋愛 の中 に回避 されて い る。 又,館 の当主老Oliver

氏 は,自 らの老 いを意識 しつつ,老 い と死へ否 応 な くひ きず り こんで い く過 酷 な物 理的 時

間 に直面 して い くので はな く,若 き 日の イ ン ドで の栄 光 の 日々の回想 へ浸 り込 んで解消 さ

せ て しま うので あ る。他 の登場 入物 も同様 に扱 われ るか,或 い は他者 によ る噂 や現実 の行

動 の範 囲に限定 されて,各hの 内部意 識 に深 く立 ち入 られ る ことが ない。
(a)(s)

それ故 に,従 来"pointlessness"で あ り 「単 な る印象 の寄せ集 め」 にす ぎず 意識 の流れ
(s}

の小説 と して は失 敗作 で ある とい う指摘 も多い。 だがBetweentheActsに 於 て作者 の意

図が個 の 内部意識 を描 くことにあ るので ない ことは既 に述 べ た。 そ う考 え る時,"There
(7)

ISnodepthofcharacterization_.Theydonotliveforusasindividuals."と い う批

判 は逆 にBetweentheActs特 有 の手 法 の指摘 と して暗示 的で あ る。個 の外へ の組 み込 み

を試 みたOrlandoやTheYearsの 中で さえ切 りすて きれ なか った個 の一・ラィフサ イクル

性へ の と らわれ,内 部意 識 を覗 き込 む時必然 的 に生 じる外 との葛藤,identityを 有 す るが

故 の現 実 の呵責 とい う生 の基本的 事実 を,最 初 か ら回避 す ることによ って個 をパ ー スペ ク

テ ィヴの 中 に置 き直す 出発 点 と した ので ある。 後期小 説共 通の課題 で あ る個 の外 への組 み

込 みの過程 を見 てい くにあ た って は,個 の内へ の と らわれ とそ こか ら否応 な く生 じる外 と

の葛 藤 それ に伴 う激 情 のそ ぎ落 しが どの みち不 可避 で あ るな ら,個 の 内部 意識 への沈潜 の

この最初 か らの回避 は,う ま くい けばか え って効果 的で あ ると言 え る。他 方 で この最初 か

らの回避 に よ って払 われた現実 直視 の欠落 とい う代償 が この小説 の結末部 分 を暗 くしてい

ると して もで あ る。$etweentheActsに 於 て個 を組 み込 みつつ存 在す る総体(wholeness)
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と しての外へ の凝視 が完全 になれば な る程,現 実へ の回帰不能 とい う限界性 が露 呈 されて

くるの は,神 や恒久 的救 い に遂 に至 る ことのなか ったVirginiaWoolfの 小 説 の宿 命 とい

う他 ないか らで ある。

と もあれ,個 の 内部 意識へ の沈潜 の最初 か らの回避 はpageant開 催 の一 日の 中で登場

人 物が観 客の役 を担 う中で持続 されて い く。

Therewasnothingfortheaudiencetodo .Mrs.Manresasuppressedayawn.Theywere

silent.Theystaredattheview,asifsomethingmighthappeninoneofthosefieldsto

relievethemoftheintolerableburdenofsittingsilent ,doingnothing,incompany.Their

mindsandbodiesweretooclose,yetnatcloseenough .Wearen'tfree,eachoneofthem

feltseparatelytofeelorthinkseparately,noryettofallasleep .We'retooclose;butnot

closeenough.Sotheyfidgeted.(p.81)

pageantの 中で人 々が"Ourpartistobetheaudience."(P.73)と 意識 す る時,各 人

は個 の内部 意識 へ沈 潜す ること も眠 って全 て を忘れ る こと も出来 ない宙づ り状態 を経験 す

る。

Yetsomehowtheyfelt‐howcouldoneputit‐alittlenotquitehereorthere .Asiftheplay

hadjerkedtheballoutofthecup;asifwhatIcallmyselfwasstillfloatingunattached
,and

didn'tsettle.Notquitethemselves
,theyfelt.(p.175)

けん玉の ボール は個 で あ る。受 け台 は個 の一 ライフサ イ クル性 へ の限定 とい う器 で あ る。

個 の内部 意識へ の沈潜 を描 く時 にはボ ール は しっか りと受 け台 の中 に納 ま って い る。"1"

の状態 で あ る・ 受 け台か らはず され た宙 づ り状 態 は"1"か ら"we"へ の移行 過程 であ る
。

個 の 内部 意識 の中断 か ら固有 性喪失 の持続 を促 して"we"が 最 終的 に外 へ のパ ー スペ クテ

ィヴを得 た"ourselves"に な るまでの過程 で あ る。 この受 け台 か らはずれ た宙づ り状 態

は・最終 的 に 総体 を形成 す る無 名 の個 々で あ る"ourselves"に 至 るまで,様 々な段階 を

経 る"we"の 変形 の一 つで あ るvoiceを 用 いて固有 性喪失 の持続 と して描か れて い く。

vOiceの 初期 の段階 はpageant当 日の初 めて客 が来訪 す る ところに見 られ る
。

Acrossthehalladooropened .Onevoice,anothervoice ,athirdvoicecamewimplingand

warbling:gruff‐Bart'svoice;quavering‐Lucy'svoice;middle-toned‐lsa'svoice
.Theirvoices

impetuously,impatiently,protestinglycameacrossthehallsaying:"Thetrain'slate";

saying:"Keepithot";saying:"Wewon't
,noCandish,wewon'twait."(p.47)

家人 の声 はまずnamelessな 形 でvoiceと して とらえ られて い る。 このvoiceは また聞

き分 け可 能 な誰彼 の声 と記 され なが ら会話 部分 に至 って再 びnamelessなvoiceの や り と

りにな って い くのであ る。TheWavesの 大部分 が独 白形式 で描か れて ,各 自の独 白の前
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には必ず"Bernardsaid""Rhodasaid"と 発言者 と して の個 の提示 が行 なわれて いたの

と対照的 であ る。 自 らのidentityを 求 めてTheWavesの 中で繰 り返 され るの は"Who

amI?"の 自問であ り,問 題 の中心 は"1"と その 内部意識 にあ った。だが個 の内部意識

へ の と らわれ と,そ こか ら生 じる加害的で過酷 な外 の認識 は,個 を外 へ組 み込 む過 程 の中

で こえて いかねば な らない状況 であ る。$etzveentheActsに 於て登場 人物 の内部意識 の回

避 に始 ま った"1"か ら"we"へ の移行 の過程 は,個 の名前を避 けてvoiceを 用い る こと

によ り引 き継 がれて,無 名化 と固有性 喪失 の状態 を継続 してい く。

この様 にvoiceは"1"か ら"ourselves"へ の移行 の過 程 に於て 様 々な段階 を もつ"we"

の一変形 と して,個 の内部意識 の中断 と固有性喪失 を効果的 に描 いて い く。 さ らにvoice

は,BetweentheActsに 於 て頻 用 され る省略符 号で あるdotsと 合せ て用 い られ る時,相

乗 効果を帯 びて くる。

Overthetopsofthebushescamestrayvoices,voiceswithoutbodies,symbolicalvoicethey

seemedtoher,halfhearing,seeingnothing,butstill,overthebushes,feelinginvisible

threadsconnectingthebodilessvoices.

"lt
alllooksveryblack."

"N
oonewantsit‐savethosedamnedGermans."

Therewasapause.

"1'dcut
.downthosetrees..."

"Howtheygettheirrosestogrow!"

``Theysaythere'sbeenagardenherefor丘vehundred
years..."

"WhyevenoldGladstone
,todohimjustice..."

Thentherewassilence.Thevoicespassedthebushes.(pp.f77-8)

ここでvoiceは,も はや 先の引用 のVOICCの 様 に具体 的 な誰彼 と類 推 出来 るもので はな

い。観客 の中の無名 の誰か,pageantの 幕間 に偶 然 聞き手 で あるMissLaTrobeの 近 く

を通 りす ぎ る幾入か の観 客のvoiceな ので あ る。 さ らにその会話 は省略符号 の挿 入 によ っ

て,個 の主張 の伝達 と しての意味 を失 なってい る。だ が この様 に無 名 の固有性 を喪失 した

voiceは 意味 不明 なだ けにか え って個 々の入間で はな く無名 のvoiceの 集合体 と して一本

の見えな い糸 に結 ばれて象 徴性 を帯 びて くる。 この様 にvoiceで 描 かれて 固有性 喪失 を持

続 したま ま宙づ り状 態 に置かれた観客 は納 まるべ き新 たな受 け台 を求 めて いる。本 来 な ら

観客 は舞台 との一 体化 の中 に受 け台を見 出す筈だ が,pageantの 舞台 は宙 づ り状態 にある

観 客 の新 た な受 け台 を提供 し得 るで あ ろうか。

この場 合,い わゆ る劇場 演劇 とはい ささか 異 ったpageantと して の特 質を考 えてみ る

必要 があ るといえ る。 当時のpageantは 大概 屋外 で,職 業俳優 で はな く観 客 と衆知 の間

柄で あ るそ この地域住 民 の有志 によって演 じられ る一種 の素 人芝 居で あ り,あ る一 時代 の

個 人 の心理 を題材 と して とりあげ るので はな く,次 々と繰 り広げ られ るエ ピソー ドの連続
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によって長期間の歴史を描 く形を とっている。 それ故,劇 場演劇 より演技や台詞ははるか

に単純化 され,音 楽や踊 りと混合 したその形態は,外 部の音を遮断 して台詞をひびかせ個
(s)

の内部心理を描 き出す劇場演劇 とは異 っている。英国の発生時か ら現代 までの壮大な歴史

的時間を半 日の内に描 くpageantの 中で,俳 優は様々な役を演 じている。だが本職の俳

優ではな く村の有志によって演 じられる時,俳 優が演技 と台詞の力によって観客を個々の

劇中人物へ同化 させてい く作業はしば しば中断 されてい く。

EnglandamI...,
"Sh
e'sEngland,"theywhispered."lt'sbegun.""Theprologue,"theyadded,looking

downattheprogramme.
"EnglandamI

,"shepipedagain;andstopped.

Shehadforgottenherlines.(p.94)

そ もそ も劇 の は じま りか ら台 詞 を忘れ た少 女 は省 略符号 の 中に劇 の進行 を中断 させ,少 女

の演 じるべ き役 で あ るEnglandで はな く,実 際 の彼 女 自身,本 名のPhyllisJonesに 戻

って しま うので あ る。 エ リザ ベ ス女王 が顔 な じみの タバ コ屋 のおか み さんであ り,ヴ ィク

トリア朝 の巡査 が実 は居酒屋 の主 人で あ る素 入芝 居で,し か も台詞 が しば しば忘 れ られ て

省 略符号 に変 る時,劇 中人物 と しての固有性 喪失 が,劇 中人物 の台 詞 と しての意味 欠落 が

しば しばお こ り,観 客 が舞台 と劇 中人物 の中 に自 らを一体 化 して い くの は容 易で はな くな

る。 た だで さえ歴史劇pageantは 舞 台上 の個 々の人物 を個性 的 に浮 び上 らせ る とい うよ

りも,ア レゴ リーや シ ンボルに頼 りが ちな上 に,素 人俳優 の素顔 が個 々の劇 中人物 の背後

に透 けて 見えて しま う時,劇 中人 物 の 固有性 は 希薄 に な り,膨 大 な 歴史 的 時 間 の 中 に

namelessな 存 在 と して断片化 して い く。 一方 で はpageantは 個 よ り全 体 をよ り象徴 的 に

描 いて個 の一 ライフサ イクルの彼方へ の広 が りを凝 視す る儀式 の形態 と して 効果的 な役割

を担 って い くの だが,そ の機能 は ここで はまだ十分 明確 に あ らわれ てい ない。 それ 故,素

人俳優 が ひ きお こ した この舞台 上 の状 態 は,新 たな受 け台 を提供 せず に劇 中人物へ の感情

移入 に よる一 体化 を阻 まれ た観 客 の宙 づ り状 態を助 長 して,不 安 とい らだ ちの中 に別の新

た な受 け台 への 切な る求 め の状 態 を持続 させ て い くので あ る。

さ らに,舞 台で進 行 してい く劇 とは一 見無 関係 の如 くに舞 台 の背後で繰 り返 し聞 こえ る

村 人達 の コー ラスがあ る。舞 台 がわ りのテ ラスの丁度 背景 を なす様 にそびえ たつ 木 々の間

を列 にな って歩 きなが ら彼等 は繰 り返 し歌 い続 け る。 従来20世 紀英 国で演 じられ るpag・

eantで は,コ ー ラスはnarrativechorusと してギ リシア劇 コロス とあ る程 度共 通性 を持

ち,エ ピソー ド間の空 間を埋 めて時 の変化 を示唆 しつ つ前場で 何が お こ り次 の場 は ど うな

{s)

るか を語 る役 割を果 す といわれ る。 しか しBetweentheActsに 於て は,こ れか ら演 じら

れて い く劇 を暗示 す るプ ロローグ は別 に存在 す る為,意 味 伝達 の役割 の希薄 にな った コー

ラスはBetweentheActs独 特 の役割 を帯 び る。 この コー ラスは劇の始 あか ら終 りまで同

一38一



固有性喪失の儀式

じ様 な調子 で繰 り返 され るが大概 「風 に吹 き消 された。」 とい う 断 り書 きを 伴 ってい る。

くユの

舞台 奥 にあ って ただで さえ"inaudible"で あ るその コー ラスは観客 にわず かに伝 って くる

言 葉 さえ も省略符 号 によ って断片 化 されて い く。

Digginganddelving(theysang),hedgingandditching,wepa∬....3z例7π6randwinter,

autumnandspringreturn ...Allpassesbutzve,allchanges...butzeeremainforeverthe

same.,.(thebreezeblewgapsbetweentheirwords.)(p.164)

舞台 の説 明 とい う点で 意味伝達 を欠 き,省 略符 号 に よって断片化 され た この コー ラスに よ

って繰 り返 し歌 われ るの は,時 の移 りゆ きの中 に変 らぬ大 地で あ り,そ の大地 が耕 され ゆ

く中 にめ ぐって くる四季で あ る。

Digginganddelving,thevillagerssangpassinginsinglefileinandoutbetweenthetrees,

fortheearthisalwaysthesame,summerandwinterandspring;andspringandwinter

again;ploughingandsowing ,eatingandgrowing;timepasses..,

Thewindblewthewordsaway.(p .148)

そ の絶 え ざ る繰 り返 しは,内 部意 識 を中断 され固有性 を喪失 した個 の組 み込 まれ るべ き外

を浮 び上 らせ る。 そ の外 とは歴 史劇pageantの 中 に扱 われ る巨大 な歴史的 時間 であ る。

ロー マの遺 跡 や中 世の聖堂 を 彷彿 させつっ ,OrlandoのKnole館 と同 じ く,個 々の時代

の推移 の中 に変 らざる存 在 と して そびえ るPointzHallの 建 物で あ る。 巨大 な歴 史的 時間

の変 らざ る営 みは,さ らにマ ンモス去 来す る太 古か ら悠久 の未 来へ と続 く自然 史的時 間 と

重 な り合 う。 この巨大 な時 間 は,微 視的 に見 る と時 々刻 々千変 万化す るきれ ぎれ の各 時代

や各 々の個 を,そ の変 らざ る営 みの中 にか らめ とって い くwholenessと しての外 で ある。

TheYearsで は,そ れ は 一・ライ フ サ イ クル に 於て は ほんの 瞬間的 に しか認 め られな い

・`giganti
・p・(121ttern"として感矢口されて い く.BetweentheActsに 於て は内 と外 鴫 合 は,

"1"と"notI"と して 二 元的 に と らえ られて い く 代 りに
,"we"の 中 に内 と外 の結合

状態 を見 てい く形 を とるた め,総 体 と して の外 は,断 片 的で しか な い 個 々を か らめ とる
　く"sack"で あると同時に

,sackの 中に組み込まれた無数の個 々の集 まりとしての状態をも

浮び上 らせ る。 この様に個の一 ライフサイクルの彼方 に悠久に繰 りかえされてい く生の波

動の総体 としての外 は,そ の中にか らめとられた無名の個 々の集 りという状態を加えて,

村人のコー ラスに重ね合 されている。 だが今までの ところ,こ の コーラスは観客や役者 と

は無縁に背景を行き来 しつつ個の組み込 まれるべき受 け台の 用意を 整えて いるのみであ

る。

この様に,組 み込 まれ るべき新たな受 け台は用意 されている。個の内部意識を遮断 され

て舞台にも感情移入 出来ずに宙づ り状態を持続する観客 と,劇 中人物にも現実の地域住民

としての自己にもな りきれない舞台上の素人俳優達 と,舞 台奥で巨大な臼然史的時間の繰
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り返 しの リズムを奏 で る村人達 の コー ラス とは,一 体化 を待 ち設 けつ つ未 だ三者三 様別個

に存在 して い るので あ る。 この未 だ三者 別個 に存 在す るとい う現 実へ の と らわ れか ら一体

化へ 向 けて の きっか けは,野 外劇pageantな らで はの効果 であ る突 然 のに わか雨 と して

(13)

の 自然 の参画 で あ った。"indifferent"で"inscrutable"で"eternal"なwholenessと し

ての 自然 の垣 間見 は,宙 づ り状態 の中 になす すべ もな く個 の内部意識 へ逆 もど り し現実 の

中 に解 消 してい く寸 前の入 々を急速 に一・体化 の儀 式 で あ る 最 終幕"Thepresenttime.

Ourselves"へ とひき こんでい く。

個 の総 体へ の組 み込 みは観 客,役 者,コ ー ラス隊 の,そ れぞれ との一体 化 の中に行 なわ

れて い く。 まず観客 と舞台 の一体 化で あ る。

Look!Outtheycome,fromthebushes‐theriff-raff.Children?Imps‐elves‐demons.

Holdingwhat?Tincans?Bedroomcandlesticks?...Andthemirror‐thatIlenther.My

mother's.Cracked.What'sthenotion?Anythingthat'sbrightenoughtoreflect,presumably,

ourselves?

Ourselves1Ourselves!(p.214)

それぞれに鏡を持 った役者が観客を映 し出す時,本 来 見る役割の観客が見 られ る側にまわ

り,観 客と役者 の立場が逆転す る。観客 は,今 まで見ていた役者のかわりに自らをみつめ
ω

て,"Weactdifferentparts;butarethesame."で あ る こ とに気 づ き,役 者 と して の

彼 等 そ して 観 客 と して の 我 々 は一 様 に"ourselves"と し て 一 体 で あ る こ と に 思 い 至 る。

さ らに,役 者 も コ ー ラ ス隊 も全 員 が 舞 台 に 出 て 来 て,そ れ ぞ れ の 台 詞 を 断 片 的 に述 べ る。

Theyallappeared.What'smore,eachdeclaimedsomephraseorfragmentfromtheirparts

,.,Iamnot(saidone)inmyperfectmind...Another,ReasonamI...AndI?1'mtheold

tophat...Homeisthehunter,homefromthehill...(pp.215-216}

個 々の区 別 を持 た ない"one""another"で 語 られ,個 々の台詞 が省 略符 号 に よ り固有性

を喪 失 した言葉 の断片 にな る時,役 者 もコー ラス隊 も舞 台 も観 客 も無 名化 し総体 と して の

"ourselves"に 組 み込 まれ る
。

作者 自 らが 日記の 中で述べ た"1"の"we"へ の置 き換 え の意 図 は,内 部 意識 と一 ライ

フサ ィクル性 に と らわれた個 と して の"1"を,総 体 を形 成す る無 名の個 々 と して の"our-

selves"に 置 き換 えて,個 を外 の/¥°一一一スペ クテ ィヴ に組 み込 む事 で果 され たので あ る。 こ

の後期 小説共 通 の試 み の鍵 とな るの は,現 実 の死以外 には本 来最終 的 に は切 りすて きれ な

い個 と して のidentity,個 の一 ライフサ イ クル性 と内部意識 へ の と らわれ,そ の中で不可

避 に生 じる加 害的 で過 酷 な外 との葛藤 を,い か に して解消 しいか に して激 情 に と らわれぬ

凝 視 の 目で個 を組 み込 んで広が る総体 をみつ め得 るかで あ った。OrlandoとTheYearsに

お いて,VirginiaWoolfは 外 との葛藤が頂 点 に達 した時点 に,tranceと い う特殊 な治療
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手段 を導入 して外 のパ ー スペ クテ ィヴ に個 を置 き直 すか わい た 目を得 てい った。Between

theActsに 於 て は 「個」対 「外」 とい う二元的 な と らえ方 をす るので な く,個 の内部意識

の中断 と固有性喪 失 によ って"1"を"we"に 置 き換 え る中で,個 で もあ り総体 で もあ る

"we"の 中に内 と外 の結合 状態 を浮 び上 らせ たので あ る
。一 ラ イフサ イ クル に と らわれた

個 であ る"1"か ら,外 のパ ー スペ クテ ィヴ に置 き直 され た個 の集 りと して の"we"へ の

移行 過程 は,"we"の 変形 と して 中間的 に様 々な段階 を帯 びる無名 のvoiceと,そ の特

徴 を助長 して い く省略符 号 によ って端 的 に と らえ られて い く。 そ して最終 的 に は,総 体 に

組 み込 まれて定 着 した"we"は"ourselves"と して,"Weactdifferentparts;butare
働(15}

thesame.""Wearemembersoneofanother.Eachispartofthewhole."の 認 識 へ

と至 る。 そ れ は個 の外 に組 み 込 ま れ た状 態 を,個 で あ り総 体 で も あ る"ourselves"と い

う状 態 の 中 に見 た の で あ っ た 。 そ れ 故,"ourselves"は,一 ラ イ フ サ イ ク ル性 に と らわ れ

た"different"な 存 在 と して の 個 々 の集 ま りで あ りな が ら総 体 と して 見 る と"same"な 存

ロ　　

在 で あ り,"fragment"の 集 ま り と してwholenessを 構 成 し,"unity"を 得 た か と思 う と

　"dispersity"の 中へ解消 して い く特質 を持
つ ので あ る。 この"ourselves"の 特 質 は,個 の

外 へ の組 み込 み を効果的 に描 くBetweentheActs特 有 の手 法 と して,pageantの ク ライ

マ ックスに於て個 の外へ の組 み込 みをtrance的 忘却状 態 を経 ず に現 在そ の場 でPageant

の枠組 みの中 に 見事 に成 功 させて い く。

しか し,最 初か ら個 の内部意識 へ の と らわれを遮断 し,現 実 との葛藤 を回避す るとい う

代償 を払 って得 た"1"の"we"へ の置 き換 え は,個 が再 び生 の基本 的形 態,内 部意識 を

持 ち現実 と葛藤 関係 にあ る"1"へ 回帰 して い くことの不 可能性 を暗 示す る。pageantが

終 り人 々が解 散 して各 々の個 へ戻 って行 った後,Giles,Isa夫 婦 の中断 されて いた愛憎 葛

藤劇 が再 び始 まる筈 であ った。 だが幕 あきを 告 げ る"Thenthecurtainrose.They

spoke."で この小 説が終 る時,作 者 の意 図 とは う らは らに,幕 は決 して上 らないだ ろ う と

い う予感 と共 に,"1"の"we"へ の置 き換 え によ る個 の外 へ の組 み込 み の成 功 の内に潜 む

限界性 が露 呈 してい るので ある。
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